	単位操作―３０８
	差圧式流量発信器のゼロチェック
	作　成
	

	
	
	
	

	
	ポイント

	
	※ストップバルブ操作時、バルブのグランド部袋ナットの共回りがないことを確認する。
(3)

ア．タップにエチレングリコール等のシール液を封入してある計器をドレンアウトした場合は、指定されたシール液を補充する。

1． 高温流体を発信器から直接抜く場合は、発信器への伝熱に注意しながら少しづつ抜く事。

(11)発信器本体に圧力をかけた状態でゼロ点をチェックする事。

ア．ゼロ点調整不可能なものは補修依頼する。
イ．計算機入力のものは、計算機でゼロ点を確認する。

	
	


(10)





(9)





タップライン（導圧管）





発信器のｴｱｰ抜き､ﾌﾞﾛｰ





(1)





(2)





(3)





(4)





(5)





(6)





(7)





(8)





終了





ゼロ点をチェックし、ゼロ点を調整する





低圧側ストップバルブを開ける





ドレンアウトを行う


（基－１２）





ﾄﾞﾚﾝｱｳﾄ　する場合





高・低圧側ベントプラグを取り付ける（締め付ける）





低圧側ストップバルブを調整しエアー抜き（ﾌﾞﾛｰ）実施





高圧側ストップバルブを調整しエアー抜き（ﾌﾞﾛｰ）実施





高圧側ストップバルブを閉める





高・低圧側ベントプラグを外す（又はゆるめる）





低圧側ストップバルブを閉める





発信器の計器番号を確認する





開 始





サービスアウトする（単―３０６）





②





(11)





サービスインする


（単－３０７）





 発信器





低圧側





 発信器





低圧側





(12)








高圧側





高圧側





ストップバルブ





ストップバルブ





均圧弁





均圧弁





ﾄﾞﾚﾝｱｳﾄ　　しない場合








